
柿の葉すし本舗たなかは、インターネットUTM（総合脅威管理）を外資系大手企業製品AからウォッチガードのFirebox X Edge
に移行した。その理由は何か。また、ウォッチガード製品の優れている点は何か。営業推進課 業績管理係主任の辻本雅昭氏に
詳しくお話を伺った。 

個人情報保護法の施行をきっかけに、
本格的にUTM導入を検討

―Firebox X Edgeを導入された経緯を教えてください。

平成17年4月に個人情報保護法が全面施行されました。当社では、
昭和59年から通販事業も行っています。配送の為にお客様の名前
や住所などの個人情報も預かりますから、個人情報保護法は無視
できない法律です。そこで個人情報を確実に管理・保護をプライ
バシーマーク取得のガイドラインに沿って、整備することにしま
した。それがネットワークのセキュリティについて、本格的に考
えるきっかけでした。

最初は外資系大手企業の製品Aを導入しました。柿の葉すし本
舗たなかでは、ITに関して特別な知識や技術を持った人間がいま
せん。中小企業においては、たまたまコンピュータについて社内
でよく知っている従業員がITの担当者になるケースが多いので
すが、ある特定のソフトについては知っていても、それ以外につ
いてはまったくの素人であることが多々あります。当社も例外で
はありません。ですからどのように探せばいいのか、何がよいの
かも分からず、とりあえず名前の知られた大手の製品なら間違い
ないだろうと思いました。

柿の葉すし本舗たなかの業態 

―業態を教えてください。

株式会社柿の葉すし本舗たなかの主な業
態は、柿の葉すしの製造と販売です。皇室へ
献上の歴史もあり、伝統的な柿の葉すしの文
化を守っていますが、それだけでなくオリジ
ナリティのある商品も提案しています。

本社は奈良県五條市にあり、すしはすべて本社にある工場で製
造しています。販売は直営店を始め百貨店内にある店舗や、空港・
駅の売店への卸販売、通販などで行っています。昭和48年に設立
され、現在約180名の従業員がいます。

柿の葉すし本舗たなかが利用している製品 

―ウォッチガード・テクノロジー・ジャパンのどの製品を利用して
いますか？

2008年3月にFirebox X Edgeを導入し、ネットワークのセキュリ
ティ強化を図りました。
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「難しいファイアウォールを入れてしまい、困って
いました。ウォッチガードは、使い方が簡単で、効果
も見えるので助かりました」


